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六本木ヒルズ事故の概要 

 

１．事故の経緯等 

３月 26 日(金)午前 11 時 30 分、六本木ヒルズの森タワー正面入り口で、６歳の

男子が自動回転ドアに頭部を挟まれ、死亡。 

原因等については警察が捜査中。 

六本木ヒルズ内にある他の自動回転ドア（７機）はスライド式の自動ドアとし

て使用（回転ドアとしては、安全確認ができるまで使用しない。）。 

 

２．設計・工事監理、ドアメーカー 

(1) 建築物の設計・工事監理：森ビル㈱、㈱入江・三宅設計事務所等 

(2) ドアの施工：三和タジマ㈱（三和シャッターの子会社） 

 

３．自動回転ドアの概要等 

○直径４．８ｍ、回転ドアとしてのほか、通常の自動ドア（スライド式）として

の使用も可能。 

○六本木ヒルズ内に同様の機種は８台設置。 

 

＜危険防止機能＞ 

○挟まれ防止機能：光電センサー、接触式センサーの２種類 

○その他の安全機能：追突防止機能、かかと巻き込み防止機能、音声による注

意喚起機能 等 

 

＜これまでの事故等＞ 

六本木ヒルズ内の回転ドア（手動を含む。）における挟まれや衝突事故は今

回事故以前には合計３２件発生（うち救急搬送が１０件）。昨年 12 月に６歳児

が体を挟まれる事故があった。 








